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ウワ－、いつのまにこんなに咲いたの…�
きっと日野川のカッパさんの仕業だよ!?

日
野
川
の
河
童
の
特
長

　
身
長
は
三
尺
（
約
一
メ
ー
ト
ル
）
く
ら

い
。
き
ゅ
う
り
と
酒
と
鮎
が
大
好
物
だ
が
、

筍
（
た
け
の
こ
）
は
大
の
に
が
手
。
楽
々

福
（
さ
さ
ふ
く
）
神
社
の
お
守
り
を
身
に

つ
け
て
い
る
と
、
い
た
ず
ら
さ
れ
な
い
と

い
わ
れ
て
い
る
。

日野郡の妖怪

撮影：県民局　土井一寛
場所：江府町　武庫



地域の自立「鳥取ルネッサンス」の話地域の自立「鳥取ルネッサンス」の話
これもルネッサンス　知っていました？

み～つけた！身近なところからルネッサンス

「
人
」
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

　
地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
と
ん

ど
さ
ん
」
を
近
所
の
お
じ
さ
ん
、
お

ば
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
地

域
の
人
っ
て
、
大
切
な
先
生
な
ん
だ

ね
。
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
と
接
し
て

み
た
い
な
ぁ
。

　
日
野
郡
に
は
、
優
れ
た
能
力
を
持
っ
た

「
人
」
や
、
そ
の
人
か
ら
作
り
出
さ
れ
た

「
も
の
」
、
地
元
で
つ
く
ら
れ
た
新
鮮
な

食
材
に
よ
る
「
食
」
、
地
域
に
昔
か
ら
根

づ
い
て
い
る
「
郷
土
芸
能
」
、
い
ろ
い
ろ

な
年
代
層
が
活
動
し
楽
し
ん
で
い
る
「
文

化
」
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
の
ま
わ
り
に

は
、
当
た
り
前
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
も
の

が
沢
山
あ
り
ま
す
。

「
文
化
」
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

　
う
ち
の
お
父
さ
ん
が
、
み
ん
な
の
前
で

「
神
楽
」
を
披
露
し
た
ん
だ
、
い
つ
に
な

く
真
剣
な
表
情
の
お
父
さ
ん
、
カ
ッ
コ
よ

か
っ
た
な
。

　
普
段
か
ら
。
「
地
域
の
伝
統
芸
能
を
皆

に
伝
え
て
い
か
な
き
ゃ
」
て
言
っ
て
る
お

父
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ね
。

「
も
の
」
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

　
日
野
郡
の
間
伐
材
を
郡
内
の
工
場
で
加

工
し
て
つ
く
っ
た
木
製
遮
音
壁
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
木
材
の
や
わ
ら
か
さ
は
ま
わ

り
の
景
色
を
ひ
き
た
て
て
る
感
じ
。
も
ち

ろ
ん
音
が
静
か
に
な
っ
た
と
、
大
好
評
で

す
。

　鳥取ルネッサンスとは、鳥取県にある資源（人、もの、食、文化など）を再発
見すること。その資源に自信と誇りを持つこと、そして資源を利活用することに
より、生活文化・経済などの再生や自立につなげることです。
　この理念のもとに、真の地方分権に向けて、地域の自立に取り組む運動が「鳥
取ルネッサンス運動」です。

（5）

「
食
」
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

　
ブ
ナ
林
か
ら
湧
き
出
る｢

奥
大
山
の
水｣

は

の
み
や
す
く
て
お
い
し
い
と
皆
さ
ん
に
嬉
ば

れ
て
い
ま
す
。�

　
関
西
周
辺
の
ス
ー
パ
ー
で
も
販
売
さ
れ
て

い
て
、
売
上
も
毎
年
増
え
て
い
ま
す
。�

�

　
こ
の
前
、
「
ズ
ー
ム
イ
ン
朝
」
で
桜
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ
が
お
取
り
寄
せ
ラ
ン
キ
ン
グ
第
１

位
に
な
っ
て
た
ね
。

　
す
ご
い
ね
。
全
国
で
有
名
な
お
菓
子
は
、

こ
ん
な
近
く
で
作
ら
れ
て
い
る
ん
だ
ね
。

�
ふ
〜
ん

私
た
ち
の
身
近
に
こ
ん
な�

素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る�

ん
だ

日南町霞地区

江府町下蚊屋　荒神神楽

江府町地域振興

ヤコブの杖（江府町）

日野町根雨地内

日
野
郡
編

日
野
郡
編

日
野
郡
編

日
野
郡
編

日
野
郡
編

日
野
郡
編

日
野
郡
編



「
楽
し
く
食
べ
よ
う
」
と
講
演
さ
れ
る
山
田
学
長

小
学
生
も
参
加
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（5）

問い合わせ先
県
民
局
　
県
民
課�

電
話
０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
８
４

担
当
　
渡
辺
　
　
功�

福
祉
保
健
局
　
保
健
衛
生
課�

電
話
０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
３
７�

担
当
　
阿
部
　
暁
子

日
野
地
区
食
の
実
践
チ
ー
ム

子ども達の豊かな心と元気な体

食育について考えてみよう!
子ども達の豊かな心と元気な体

食育について考えてみよう!
子ども達の豊かな心と元気な体

食育について考えてみよう!
　２月１３日（日）日野町文化センターにおいて「日野郡食育フォーラム」を開催しま�
した。約２１０名の参加があり、鳥取短期大学の山田修平学長の基調講演「楽しく食べ
よう」に続いて（社）鳥取県栄養士会の鍛治木いつ子会長が座長で「食が育む“すこや
か日野”」と題してのパネルディスカッションをしました。

　
子
ど
も
は
無
限
の
可
能
性
を
持
っ
て�

い
る
。
大
人
の
所
有
物
で
は
な
い
。

　
子
ど
も
を
育
て
る
時
に
は
愛
情
を
も

っ
て
躾
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
大

人
が
手
本
を
示
そ
う
。

朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う�

　
早
寝
、早
起
き
、生
活
の
リ
ズ
ム
を
整�

え
る
。天
気
の
い
い
日
に
は
外
で
遊
ぼ
う
。

食
事
の
時
は
テ
レ
ビ
を
消
そ
う�

　
家
族
で
の
楽
し
い
会
話
や
食
卓
に
花�

を
飾
る
の
が
何
よ
り
の
ご
馳
走
で
あ
る
。

「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」�

の
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
。

　
心
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と

は
大
切
で
、
食
べ
物
へ
の
感
謝
に
つ
な�

が
る
。

よ
く
噛
ん
で
食
べ
よ
う�

　
早
食
い
は
小
太
り
の
人
が
多
い
。
よ�

く
噛
む
と
少
量
で
も
満
足
感
が
得
ら
れ

る
。

食
事
づ
く
り
は
家
族
で
分
担
し
よ
う�

　
野
菜
づ
く
り
、食
事
づ
く
り
、後
片
付�

け
等
、
皆
で
分
担
し
て
自
分
の
出
来
る�

こ
と
を
し
よ
う
。

山
田
学
長
か
ら
の
提
言

《
今
後
の
予
定
》

　
日
野
郡
内
の
小
・
中
学
校
・
保
育
園
の�

保
護
者
を
対
象
と
し
た
食
育
ア
ン
ケ
ー
ト�

の
結
果
を
参
考
に
し
て
「
日
野
郡
版
食
育�

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
し
、
食
育
の
推�

進
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。



問い合わせ先
県
民
局
　
県
民
課�

電
話
０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
８
３

担
当
　
別
所
　
秀
典�

農
林
局
　
林
業
振
興
課�

電
話
０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
１
８�

担
当
　
杉
浦
　
英
一

●
目
的

　
私
た
ち
の
生
活
に
多
く
の
恵
み
を
も
た

ら
す
森
林
は
、
荒
廃
が
進
ん
で
お
り
、
今
、

健
全
な
森
林
を
再
生
す
る
取
り
組
み
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
の
広
く
薄
く
偏

り
の
な
い
負
担
に
よ
り
、
県
民
共
通
の
財

産
で
あ
る
森
林
を
み
ん
な
で
守
り
育
て
る

活
動
を
進
め
ま
す
。

●
納
税
方
法

　
現
行
の
県
民
税
均
等
割
額
に
上
乗
せ
を

し
て
納
税
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
税
額（
年
間
税
収
見
込
み
：
約
一
億
円)

　
個
人
　
年
間
三
百
円

　
法
人
　
現
行
の
法
人
県
民
税
均
等
割
額

　
　
　
　
の
三
％
相
当
額
（
資
本
金
な
ど

　
　
　
　
の
税
額
に
応
じ
て
六
百
円
〜
二

　
　
　
　
万
四
千
円
）

●
納
め
ら
れ
た
税
金
は
森
林
整
備
や
県
民

に
よ
る
森
づ
く
り
活
動
へ
の
助
成
な
ど
に

使
い
ま
す
。

（5）

農
林
局

４
月
か
ら

　
『
森
林
環
境
保
全
税
』
が�

　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

４
月
か
ら

　
『
森
林
環
境
保
全
税
』
が�

　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

森林を守り育てよう！森林を守り育てよう！森林を守り育てよう！



（5）

農
林
局

森
林
環
境
保
全
税
に
よ
る
ソ
フ
ト
事
業

枝打ち体験

森林教室 源流探訪

『
と
っ
と
り
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
推
進
事
業
』

　
　
を
行
う
団
体
等
の
企
画
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

森
林
環
境
保
全
税
に
よ
る
ハ
ー
ド
事
業

『
と
っ
と
り
環
境
の
森
緊
急
整
備
事
業
』

　
　
　
　
を
行
う
人
工
林
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

事業内容

実施主体

森林を守り育てる植樹や間伐・枝打ちなどの作
業体験、森林教室、源流探訪など

小中学校、NPO、ボランティア等の団体

事 業 費

対象経費

500千円以上（小中学校：200千円以上）

負担割合 県　10／10

県　10／10

企 画 書
指定様式があります。詳しくは日野総合事務所(林業
振興課)まで。企画書は、「評価委員会」の審査を経ま
す。

講師謝金、講師旅費、消耗品費、燃料費、食料費(イ
ベント当日の昼食等のみ)、通信運搬費、バス・会場等
使用料、印刷製本費、開催広告料、参加者傷害保険
料、会場周辺整備のための賃金�

（小中学校：食料費、開催広告料は除く）

対象となる林

手入れがされずに放置されている 奥地の
水源地域等の人工林
（特に、共有林・財産区有林等は優先採
択されます。）

事業内容
森林の公益的機能を高めるため、林の中
に広葉樹や下草が育つよう、県が事業主
体となって40％程度の間伐を行います。

負担割合

条 件 等

市町村と所有者と県で「とっとり環境の森づく

り協定」を結びます。

一定期間（原則80年生まで）は皆伐や転用

はできません。

〈申込み・問い合わせは、日野総合事務所(林業振興課)・市町村役場(林務担当課)まで〉

水源をかん養する森

表土が保全され、土砂が流れ出ない森

多様な動植物が息づく森

健全な森林生態系が保たれている森

二酸化炭素を多く吸収する生産力の高い森

水源をかん養する森

表土が保全され、土砂が流れ出ない森

多様な動植物が息づく森

健全な森林生態系が保たれている森

間伐作業間伐作業

二酸化炭素を多く吸収する生産力の高い森

【間伐による健全な森づくりを目指しています】【間伐による健全な森づくりを目指しています】

【未間伐の人工林】【未間伐の人工林】



県
民
局

（5）

　
伯
耆
町
間
地
〜
日
野
町
舟
場
間
に
あ
る

出
雲
街
道
の
「
間
地
峠
」
に
は
、
か
つ
て

茶
屋
が
あ
り
、
街
道
を
往
来
す
る
旅
人
の

疲
れ
を
癒
す
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
茶
屋
の
跡
地
に
碑
が
あ
る
だ

け
で
す
が
、
付
近
を
歩
い
て
み
る
と
、
昔

の
情
景
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。�

　
こ
の
間
地
峠
付
近
の
出
雲
街
道
を
、
今

後
の
観
光
資
源
と
し
て
活
か
し
て
い
こ
う

と
、
昨
年
11
月
に
間
地
側
入
口
〜
峠
付
近

の
街
道
沿
い
の
草
刈
り
を
、
間
地
地
区
の

皆
さ
ん
と
日
野
総
合
事
務
所
職
員
な
ど
で

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
日
野
郡
広
域
観
光
推
進
協
議
会
で
は
、

か
つ
て
の
出
雲
街
道
を
訪
れ
た
旅
人
気
分

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
魅

力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
出
雲
街

道
の
歴
史
を
訪
ね
る
会
」
の
開
催
を
下
記

の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
よ
り
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
等
で
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

��

開
催
予
定
日

　
平
成
17
年
６
月
５
日
（
日
）

内
　
容

○
「
出
雲
街
道
」
の
歴
史
解
説�

○
舟
場
〜
間
地
峠
間
約
2.5
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ

　
ン
グ

○
峠
の
茶
屋
の
再
現
と
茶
菓
の
接
待

○
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
食
事
の
提
供
　

参
加
料

　
１
　
５
０
０
円
（
昼
食
代
込
）
／
１
人

間
地
峠
の
茶
屋
を
復
活
！

間
地
峠
の
茶
屋
を
復
活
！

出
雲
街
道
の
歴
史
を

　
　
　
訪
ね
る
会
　
概
要

問い合わせ先

日
野
郡
広
域
観
光
推
進
協
議
会
事
務
局�

（
日
野
総
合
事
務
所
県
民
局
県
民
課
）�

℡
０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
８
３
・
２
０
８
６

担
当
　
別
所
・
関
・
梅
林

街
道
の
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

峠
の
茶
屋
跡
の
碑

　「日野郡史」によると、出雲方面から上方へ向かう場合は、江戸初期までは、�

「富田街道」と称する津地峠（日野町）越えの道が利用されていたが、寛永15�

年（１６３８）に松平直政が松江藩主となり、参勤交代を行うようになってか�

ら、間地峠を通って根雨へ着き、四十曲峠を越す道が利用されはじめた。やが

て３０年ばかり経って寛文年中（１６６１～１６７２）になると、二部の足羽

五兵衛・根雨の恩田市郎左衛門・緒形一郎右衛門・板井原の矢田貝七左衛門・

桂藤一郎右衛門らが間地峠を修理し、中安井の地に渡舟を作って「舟場」と称

し、また四十曲峠を改修した。そしてこの路線を「出雲街道」と公称するのを

得たと名称の起こりを伝えている。また、このゆかりによってこれら功労者たち

が松江藩主の参勤交代の折の本陣やお茶屋を仰せつけられた、とも伝えている。

，

ま

じ

出雲街道の名称の起こり

日
野
郡
広
域
観
光
推
進
協
議
会



県
土
整
備
局

�

（
事
業
内
容
）

　
葦
等
が
繁
茂
し
、
流
水
を
阻
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
区
域
の

河
川
機
能
・
河
川
景
観
を
維
持
す
る
た
め
、
草
刈
や
伐
木
な

ど
の
作
業
を
実
施
し
た
集
落
に
対
し
、
交
付
金
を
交
付
す
る
。�

　
作
業
実
施
面
積�

　
５
　
０
０
０
㎡
〜
１
０
　
０
０
０
㎡

　
交
付
金
　
20
万
円
〜
40
万
円(

実
施
面
積
に
応
じ
て
決
定)

　
今
年
度
は
11
地
区
で
取
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
17

年
度
は
予
算
を
増
額�

し
、
も
っ
と
多
く
の

地
域
で
取
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
実
施
集
落�

の
応
募
等
に
つ
い
て

は
、
別
途
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

（5）

，

，

17年度日野郡内だけで�
　　　　　実施される事業について

（
事
業
内
容
）

　
渓
流
魚
の
生
育
環
境
の
復
活

に
向
け
、
堰
等
に
よ
り
上
下
流

の
連
続
性
が
遮
断
さ
れ
て
い
る

箇
所
の
解
消
や
地
域
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
と
の
協
働
作
業
に
よ

り
、
瀬
や
淵
の
復
活
を
行
う
。

　
今
年
度
は
、
福
栄
小
学
校
の

児
童
や
地
域
の
方
々
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
九
塚
川
で
事
業

を
行
い
ま
し
た
が
、
17
年
度
は

板
井
原
川
で
行
な
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
流
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
日
野
川
源
流
」
み
お
筋
再
生
事
業

　
　
　
　
　
17
年
度
は
板
井
原
川
で
実
施

「
日
野
川
源
流
」
み
お
筋
再
生
事
業

　
　
　
　
　
17
年
度
は
板
井
原
川
で
実
施

【イメージ図】 【イメージ図】

巨石積魚道設置予定箇所 木製階段設置予定箇所

板
井
原
川

，

　県土整備局では、日野郡だけで地域と協働で実施する事業を平成17年度に�
２件要求し、当初予算に計上されます。

〜
17
年
度
は
予
算
額
を
大
幅
に
増
額
し
、
地
域
の
要
望
に�

応
え
ま
す
！
〜

�

　
予
算
額
４
　
８
０
０
千
円
（
16
年
度
３
　
０
０
０
千
円
）�

　
担
当
課
　
維
持
管
理
課�

　
電
話
　
０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
４
５

地
域
が
育
む
河
川
環
境
保
全
事
業

　
予
算
額
　
５
　
０
０
０
千
円�

　
担
当
課
　
河
川
砂
防
課�

　
電
　
話
　
０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
６
０

，

，

，

，

【

【

【

【



日
野
高
校

（5）

鳥取県立日野高等学校・進路先一覧

浜松医科大(看護）

島根県立島根女子短大

【４年制大学・国立】 【専門/専修/各種学校・私立】

【各種学校・公立】

【県内企業】

【県外企業】

【公 務 員】

【短期大学・公立】

(過去3年間の主な進学・就職先)

（5）

日
野
高
校

　
３
月
１
日
、
平
成
16
年
度
の
卒
業
生

94
名
を
無
事
送
り
出
し
ま
し
た
。
厳
し

か
っ
た
就
職
状
況
で
し
た
が
県
内
平
均

80
％
を
大
き
く
上
ま
わ
る
98
％
の
内
定

率
で
し
た
。�

　
先
日
発
表
さ
れ
た
平
成
17
年
度
の
入

試
応
募
状
況
で
は
１
１
４
名
の
定
員
に

対
し
１
２
８
名
の
応
募
が
あ
り
５
年
ぶ

り
に
定
員
オ
ー
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

日
野
郡
内
３
中
学
校
と
溝
口
・
岸
本
中

学
校
か
ら
の
応
募
が
57
名
で
郡
内
関
係

中
学
か
ら
の
応
募
が
45
％
と
な
り
、
地

元
中
学
校
や
地
域
か
ら
の
支
援
に
対
し

大
変
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
過
去
３
ヶ
年
間
の
本
校
の
主
な
進
路

先
を
載
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
参

照
く
だ
さ
い
。

　
今
後
と
も
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

協同組合 丸合
医療法人社団 日翔会
社会福祉法人 日南福祉会
鳥取ビブラコースティック㈱
㈱山陰興発 大山平原ゴルフ
セントラルファーム㈱
㈲米子アポロ石油店
㈱フジワーク
山陰食鶏農業協同組合
医療法人 寿楽荘
㈱ヤマダ電機
山陰石油㈱
ユーキ商事㈲
㈱皆生グランドホテル
㈱米吾
㈱味屋コーポレーション
ホテルアジェンダ
㈲テイクオフ
一二三建築工務店
㈱グリーンステージ
㈱大山アークカントリークラブ
アシスト警備保障㈲
永瀬石油㈱
㈱ピアベール
㈱ミトクハーネス
丸京製菓㈱
企業警備保障㈱
休暇村　大山鏡ヶ成
社会福祉法人　伯耆の国
鳥取西部農業協同組合
日南振興㈱
白バラ商事㈱
堀田石油㈱
㈲大生建設

日本海情報ビジネス専門学校
ＹＭＣＡ米子医療福祉専門学校
鳥取社会福祉専門学校
米子看護高等専修学校
島根総合福祉専門学校
国際医療福祉総合学院出雲校
松江理容美容専門学校
穴吹国際ビジネス専門学校
コンピュータ総合学院HAL
広島工学院専門学校
広島電子専門学校
大原情報システム専門学校
大阪情報コンピュータ専門学校
ＥＣＣコンピュータ専門学校
神戸電子専門学校
日本工学院八王子専門学校
大阪観光専門学校
京都コンピュータ学院
京都科学技術専門学校
松江情報ビジネスカレッジ
アミューズメントメディア総合学院
代々木アニメーション学院
大阪コミュニケーションアート専門学校
ＥＳＰミュージカルアカデミー
キャットミュージックカレッジ専門学校
九州デザイナー学院
大阪スクールオブミュージック専門学校
東京ミュージック＆メディアアーツ尚美
放送芸術学院
トラベルジャーナル旅行専門学校
広島美容専門学校
福岡ベルエポック美容専門学校
福岡ＥＣＯコミュニケーション専門学校
辻調理師専門学校
日本栄養専門学校
神戸製菓専門学校
広島製菓専門学校
南海福祉専門学校
山陽歯科衛生士専門学校

広島経済大
鳥取環境大
近畿福祉大
徳島文理大
創価大
東京農業大
鈴鹿国際大
大阪経済法科大
大手前大
近畿大
兵庫大
吉備国際大

就実大
エリザベト音楽大

【４年制大学・私立】

鳥取短大
美作大学短大部
東京成徳短大
桐朋学園芸術短大
大谷大学短大部
大阪青山短大
大阪城南女子短大
岡山短大
山陽学園短大
順正短期大学
中国短大
徳島工業短大

【短期大学・私立】

島根銀行
㈲澤井珈琲
グリーンパーク大山㈱
グルメ食品
㈱大山ロイヤルホテル
境港緑化建設㈱
江府町地域振興㈱
西伯設備㈲
㈲つるだや
㈲岸本自動車整備工場
㈲今田組
㈲秦石油店
㈲珈琲館
キマチ外科整形外科医院
フジッコフーズ㈱
㈱ウメカワ
㈱大協組
社会福祉法人 萌生会
世良田板金店
大山ハム㈱
丹野工業㈱
東亜建物管理㈱

西日本旅客鉄道㈱
㈱にしけい
休暇村蒜山高原
㈱武蔵野
丹野工業㈱（春日井工場）
後呂和裁学院
㈱ワークステーション
㈱幸輝
㈱田部

鳥取県立米子高等技術専門校
鳥取県立倉吉高等技術専門校
鳥取県立農業大学校
鳥取県立保育専門学院

自衛隊
鳥取県職（学校事務)

採　用　先

採　用　先

採　用　先

学校名（合格校）学校名（合格校）

学校名（合格校）

学校名（合格校）

学校名（合格校）

学校名（合格校）

採　用　先

日
野
校
生
卒
業
お
め
で
と
う

　景気は回復傾向にあると言っても、依然とし
て厳しい状況が続いています。地元を支えるこ
の日野高校に一つでも多くの求人を頂けますよ
う、地域の皆様の絶大なるご支援とご理解を賜
りますよう、よろしくお願い申し上げます。
（進路担当　金田静樹）

日 野 高 校日 野 高 校日 野 高 校



『間伐材持ち出し支援事業』�
の申請方法が変わります！

お知らせ INFOMATIONお知らせ INFOMATIONお知らせ

（5）

第
９
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
称
決
定

　
初
め
ま
し
て
、『
と
り
モ
ー
』で
す
。

　
私
は
、
平
成
19
年
10
月
に
米
子
市
、

境
港
市
、
名
和
町
で
開
催
さ
れ
る

「
第
９
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
　

大
自
然
の
恵
み
と
っ
と
り
フ
ァ
ー
ム

２
０
０
７
」
の
開
催
に
向
け
て
、
鳥

取
県
及
び
鳥
取
和
牛
の
宣
伝
を
す
る

た
め
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に

お
目
に
か
か
り
親
し
ん
で
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ね
。

中
山
間
地
域
等�

直
接
支
払
制
度
が

変
わ
り
ま
す

　
平
成
12
年
度
か
ら
５
年
間
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
が
17
年
度
か
ら
変
わ
り
ま

す
。

　
現
行
制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、
①

集
落
協
定
の
考
え
方
（
集
落
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
作
成
）
②
集
落
活
動
の

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
段
階
的
単
価
の
設

定（
下
表
参
照
）③
集
落
協
定
活
動
の

審
査
機
能
の
充
実
（
中
間
評
価
の
実

施
）
④
共
同
取
組
活
動
に
供
さ
れ
る

交
付
金
の
使
途
の
明
確
化
（
集
落
協

定
に
交
付
金
の
活
用
方
法
を
明
記
）

⑤
集
落
協
定
間
の
連
携
及
び
統
合
の

推
進
等
の
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
次
期
対
策
に
お
い
て

は
、
現
行
対
策
で
活
発
化
し
た
集
落

の
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
、
自
立
的

か
つ
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
等
の

体
制
整
備
に
向
け
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
が
求
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
内
容

が
確
定
次
第
、
各
町
農
業
担
当
課
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

速報

通常単価（下記の通常単価８割交付要件に加え、通常単価交付要件を満たす活動を実施）

通常単価交付要件

選択Ａ（下記要件のうち２つ）選択Ｂ(下記要件のうち１つ)
集落営農組織化

耕　作
放棄地
復　旧

規　模

拡　大

土　地
利　用
調　整

法　人

設　立 担い手集積化 生産性･収益向上 担い手育成 多面的機能発揮

加算単価（積極的活動実施）

区
分

活
動
内
容

周
辺
林
地
の
下
草
刈
り
、
景
観
作
物
の
作
付
け
、
土
壌
流

亡
に
配
慮
し
た
営
農
な
ど
集
落
の
実
態
に
あ
っ
た
活
動

水
路
、農
道
等
の
維
持
管
理
の
５
年
間
以
上
の
継
続

耕
作
、適
切
な
農
用
地
の
維
持
管
理
の
５
年
間
以
上
の
継

続集
落
が
目
指
す
将
来
像
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
活
動
計
画

（
集
落
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）の
作
成

一
定
水
準
以
上
の
農
用
地
等
保
全
マ
ッ
プ
の
策
定
及
び
そ

の
実
践

非
農
家
・
非
対
象
農
家
（
協
定
参
加
農
家
の
一
定
割
合
以

上
）又
は
他
集
落
と
の
連
携
活
動（
町
長
の
認
定
が
必
要
）

学
校
教
育
等
と
連
携
し
た
自
然
観
察
会
・
体
験
農
園
等
の

開
催（
学
校
等
と
協
定
締
結
が
必
要
）

棚
田
等
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
・
市
民
農
園
等
の
開
設
・
運
営（

協
定
面
積
の
一
定
割
合
以
上
で
実
施
）

担
い
手
へ
の
基
幹
的
農
作
業
の
委
託
面
積
の
一
定
割
合
以

上
の
増
加

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
権
設
定
面
積
の
一
定
割
合
以
上
の

増
加

新
た
な
認
定
農
業
者
の
育
成

新
規
就
農
者
の
確
保

地
場
産
農
産
物
等
の
加
工
施
設
を
保
有
し
、
販
売
の
取
り

組
み
を
実
施（
集
落
内
自
給
活
動
を
除
く
）

新
規
作
物
の
導
入
、有
機
農
業
等
の
実
施
面
積
の
一
定
割

合
以
上
の
増
加

基
幹
的
農
作
業
に
係
る
機
械
・
農
作
業
の
共
同
化
に
よ
る

共
同
利
用
面
積
の
増
加

新
た
に
協
定
面
積
の
一
定
割
合
以
上
の
耕
作
放
棄
地
を
復

旧担
い
手
が
新
た
に
利
用
権
等
を
設
定
し
た
農
用
地
を
５
年

間
以
上
継
続
し
て
耕
作

担
い
手
に
対
し
、新
た
に
協
定
面
積
の
一
定
割
合
以
上
に
お

い
て
利
用
権
等
を
設
定
（
要
件
を
満
た
す
集
落
全
体
が
加

算
）

新
た
に
特
定
農
業
法
人
を
設
立
、
新
た
に
協
定
面
積
の
一

定
割
合
以
上
を
対
象
と
し
た
農
業
生
産
法
人
を
設
立

農
業
生
産
法
人
、
生
産
組
織
、
認
定
農
業
者
等
、
農
作
業

の
受
託
組
織（
第
３
セ
ク
タ
ー
等
）に
対
し
、協
定
面
積
の
一

定
割
合
以
上
の
利
用
権
等（
所
有
権
移
転
、利
用
権
設
定

、基
幹
的
農
作
業
３
作
業
以
上
委
託
）を
設
定

基
幹
的
農
作
業
の
３
作
業
以
上（
畑
は
２
作
業
、草
地
は
１

作
業
）に
係
る
共
同
機
械
・
施
設
利
用
を
協
定
面
積
の
一

定
割
合
以
上
で
実
施

通常単価８割交付要件

必須必須

集落協定活動で取り組むべき農業生産活動等に関する基準（案）

白抜き部分は現行制度の継続実施。

（5）

問い合わせ先

農
林
局
　
日
野
農
業
改
良
普
及
所�

電
話
０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
２
８�

担
当
　
田
中
　
義
宏

問い合わせ先

農
林
局
　
農
業
振
興
課�

電
話
０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
０
６�

担
当
　
岸
田
　
淳

　
２
月
２
日
に
鳥
取
市
で
鳥
取
県
指
導
農
業
士
の
認�

定
式
が
行
わ
れ
、
県
内
で
１
０
４
名
の
方
が
知
事
か�

ら
認
定
証
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
日
野
地
区
で
は
次�

の
６
名
の
方
々
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

�������

　
指
導
農
業
士
の
制
度
は
、
町
内
の
リ
ー

ダ
ー
的
立
場
で
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
農

業
者
の
方
を
県
が
認
定
し
、
地
域
農
業
の�

振
興
に
積
極
的
に
寄
与
し
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
制
度
で
す
。
地
域
で
の
身
近
な
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
主
に
次
の
よ
う
な
内
容

に
つ
い
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
①
新
規
就
農
者
の
育
成
支
援

　
②
農
村
青
年
、
女
性
グ
ル
ー
プ
等
の
活

　
　
動
指
導
と
支
援

　
③
町
や
県
へ
の
提
言
と
地
域
農
業
振
興�

　
へ
の
協
力

　
④
農
業
改
良
普
及
事
業
へ
の
協
力

問い合わせ先

農
林
局
　
林
業
振
興
課

電
話
０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
２
１�

担
当
　
谷
口
　
紳
二

問い合わせ先

農
林
局
　
農
林
振
興
課

電
話
０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
０
５�

担
当
　
小
松
　
弘
明

問い合わせ先

農
林
局
　
林
業
振
興
課

電
話
０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
２
０�

担
当
　
桑
田
　
智
子

広
葉
樹
造
林
「
適
地
適
木
」
の
す
す
め

ケ
ヤ
キ
造
林

せらお 知せらお 知 INFOMATIONINFOMATION

　
鳥
取
県
で
は
、
間
伐
と
間

伐
材
の
搬
出
を
促
進
す
る
た

め
、
原
木
市
場
等
に
持
ち
出

さ
れ
た
間
伐
材
（
60
年
生
以

下
）
に
つ
い
て
一
立
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
４
３
０
０
円
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

申
請
の
手
続
き
が
「
事
前
申

請
」
に
変
更
に
な
り
ま
す
の

で
、
申
請
予
定
の
方
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
　

　
（
こ
れ
ま
で
）

　
間
伐
材
搬
出
後
の
申
請

　
　
　
　
←�

　
（
４
月
１
日
か
ら
）

　
間
伐
材
搬
出
前
の
申
請�

　
※
平
成
17
年
度
の
本
事
業

　
の
予
定
地
が
あ
れ
ば
、
３

　
月
中
旬
ま
で
に
林
業
振
興

　
課
も
し
く
は
最
寄
り
の
森

　
林
組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

指
導
農
業
士
に
６
名
の
方
が�

　
　
　
　
　
　
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

指
導
農
業
士
に
６
名
の
方
が�

　
　
　
　
　
　
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ど
こ
か
で
僕
を
み
か
け
た
ら

気
軽
に
声
を
か
け
て
ね
！

全
共
に
向
け
て
が
ん
ば
る
モ
ー
！

氏
　
名

日
南
町
茶
屋�

日
南
町
阿
毘
縁�

日
南
町
新
屋�

江
府
町
吉
原�

江
府
町
御
机

江
府
町
美
用

水
稲
、
ト
マ
ト

水
稲

水
稲
、
ト
マ
ト

水
稲
、
花
壇
苗

水
稲
、
白
ね
ぎ

水
稲
、
和
牛
繁

住
　
所

経
営
種
目

池
田
尚
弘
さ
ん�

坪
倉
勝
幸
さ
ん�

浅
野
　
茂
さ
ん�

千
藤
愛
子
さ
ん�

川
上
時
夫
さ
ん�

加
藤
俊
六
さ
ん

　
そ
こ
で
、
育
林
の
方
針
と
し
て
、

①
植
栽
本
数
を
多
く
し
、
下
枝
高

　
を
４
〜
５
メ
ー
ト
ル
に
す
る
。

②
間
伐
し
て
、
幹
を
太
く
す
る
。

　
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ケ
ヤ
キ
の
苗
木
価
格
は
ス
ギ
な

ど
に
比
べ
て
か
な
り
高
い
の
で
、

安
い
樹
種
の
苗
と
混
植
（
例
10
ア

ー
ル
あ
た
り
ス
ギ
２
５
０
本
と
ケ

ヤ
キ
50
本
な
ど
）
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。

　
最
終
的
に
は
10
ア
ー
ル
あ
た
り

10
本
以
下
に
し
、
幹
を
太
く
し
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
農
林
局
林
業
振
興

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
鳥
取
県
林
業
試
験
場
が
県
内
で
取
り
引
き
さ
れ
た
ケ
ヤ
キ�

丸
太
の
形
と
価
格
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

・
直
径
が
太
い
（
直
径
50
セ
ン
チ
以
上
）

・
長
さ
が
長
い

も
の
ほ
ど
価
格
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ス
ギ
な
ど
の
若
い
林
の
中
に
生
え
て
き
た
ケ
ヤ
キ
も�

素
性
が
良
け
れ
ば
残
し
て
育
て
ま
し
ょ
う
。

（
万
円
／
　
）
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●
昨
年
ま
で
納
税
通
知
書
を
５
月
中

　
旬
に
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

　
か
ら
は
４
月
末
に
発
送
す
る
予
定

　
で
す
。
納
め
や
す
い
よ
う
に
変
更

　
し
ま
し
た
。
早
め
に
納
税
し
ま
し

　
ょ
う
。

●
納
期
限
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
５
月

　
31
日
で
す
。

●
今
年
は
５
月
28
日
（
土
）
・
29
日

　
（
日
）
に
総
合
事
務
所
で
休
日
納

　
付
で
き
ま
す
。

●
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
も
で
き
ま

　
す
。
た
だ
し
、
平
成
17
年
度
分
の

　
締
め
切
り
は
３
月
18
日
で
す
。

（5）

県
税
か
ら

日
野
郡
男
女
共
同
参
画
連
絡
会
か
ら

日
野
郡
広
域
観
光
推
進
協
議
会
か
ら

自
動
車
税
は�

　
五
月
一
日
か
ら�

　
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
男
女
共
同
参
画
社
会
と

い
う
テ
ー
マ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
た
め
に
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
家
族
・
周
り
の
方
々

と
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
程

　
平
成
17
年
４
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
　
14
時
30
分
〜
16
時
30
分

会
　
場

　
江
府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

講
　
師

　
渋
谷
　
典
子 
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
イ
ン
女
性
企
画
常

務
理
事
）�

演
　
題

　｢

ま
ち
づ
く
り｣

は
わ
た
し
た
ち
か
ら

　
　
〜
地
域
に
根
ざ
す
人
的
資
源
〜�

�

　
地
域
に
お
け
る
少
子
・
高
齢
化
等

に
つ
い
て
の
男
女
共
同
参
画
の
講
演

を
予
定

　
日
野
郡
の
魅
力
を
多
く
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
、
そ
こ

で
暮
ら
す
私
た
ち
も
元
気
に
な
る
歌

を
つ
く
ろ
う
と
、
昨
年
７
月
か
ら
募

集
し
て
い
た
歌
が
、
よ
う
や
く
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。

　
明
る
く
、
親
し
み
や
す
い
曲
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
６
月
に
は
Ｃ
Ｄ
に

録
音
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
、
事
業
所
な

ど
で
流
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
!!
日
野

　
　
　
　
　
お
楽
し
み
に
・
・
・

講
演
会
に
参
加
し
て�

　
　
　
　
み
ま
せ
ん
か
？

問い合わせ先

県
民
局
　
県
民
課

電
話
０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
８
３�

担
当
　
別
所
　
秀
典

問い合わせ先

県
民
局
　
県
民
課

電
話
０
８
５
９
―
７
２
―
０
３
２
１�

担
当
　
宮
本
佳
世
子

問い合わせ先
日
野
郡
広
域
観
光
推
進
協
議
会
事
務
局

電
話
０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
８
３�

担
当
　
関
　
　
通
子

せらお 知INFOMATION

①
朝
日
を
あ
び
た
　
日
野
の
川

　
さ
ざ
め
く
水
面
に
　
踊
る
光

　
人
に
　
木
々
に
　
魚
た
ち

　
生
命
育
み
　
川
は
流
れ
る

　
お
は
よ
う
日
野

　
今
日
も
流
れ
る

②
み
ど
り
深
き
　
日
野
の
森

　
風
雪
に
耐
え
　
幾
年
も

　
鳥
に
　
虫
に
　
獣
た
ち

　
豊
か
な
自
然
に
　
守
ら
れ
て

　
こ
の
ま
ま
で
い
て
欲
し
い

　
い
つ
ま
で
も

③
闇
に
沈
む
　
古
き
道

　
過
去
か
ら
未
来
へ
　
心
を
つ
な
ぐ

　
人
と
　
自
然
と
　
生
き
も
の
と

　
共
に
今
日
ま
で
　
生
き
て
き
た

　
お
や
す
み
日
野

　
今
日
も
よ
ろ
し
く

「
よ
ろ
し
く
日
野
」

　
　
　
　
作
詞
　
谷
内
大
樹

　
　
　
　
　(

日
野
中
学
一
年)

　
　
　
　
作
曲
　
谷
口
大
喜

　
　
　
　
（
日
野
高
校
三
年
）

♪
日
野
郡
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
が
完
成
♪

し
ぶ
や

の
り
こ
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